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（作品審査結果の要旨） 
丸目龍介の作品はそのカルチャーに属してる者が喋る言語で作られている。その言語は声高に押しつけが
ましく叫ばれてはいないので聴き取りにくい。無論彼はシャイというわけではない。デジタルネイティブな
ので大声を出す必要が無いだけだ。 
だからアートなんだよね！ 
針金ネームシール作品の造形感覚なんてルールが分からないと素人はどう見ていいか分からない、現代ア
ートのプロパーだってナンノコッチャ！って感じだ。でもルールがわかってくると彼の意図にウイルスの様
に感染する。何を作るかではない、彼の作品には自分たちはどう作るか？がはっきり示されている。つまりT
シャツならTシャツ、キャップならキャップの形を借りてそれを自己流にカスタマイズしながらジャンルを横
断しストリートのディテール、"互いを拘束しないジャンル同士の関係"をカタチにしている。大切なのは遊
び方、カッコイイモノの作り込み方だ。特に丸目の"ディテール"へのこだわりは現在の東京、これからの東
京をよりリアルに生きて行こうとする"術(すべ)"であり、高度にリアルな"生の作品"だと思う。 
いつだって発信源はすごく小さい場所なのだ！東京のエキゾチカ、ストリートで生まれた博士の作品がど
う世界へ染み渡って行くのかワクワクするよ。 
２０２０年、これからの東京で自分たちがそれでも幸せに生きていくにはどうやっていけばいいのか？を
真摯に問う"作品"を高く評価する！ 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
博士論文「ストリートのエキゾチカ― 東京で考える ―」は、丸目の作品制作にたいする姿勢や考え方を
表現が派生する根源的な情報の在り方から、具体的な事象を紐解き丁寧に論考している。元来、現代美術と
いう文脈においてここで論考している「ストリート」「グラフィティ」や「イラスト」  「ファッション」等
のジャンルを横断的に表現するアプローチは、あまり前例がない。 
「芸術」として語りにくかった領域にたいして実制作を通じて、また、ストリートカルチャー界での作法
や自身の影響関係の文脈を整理して明快に論じている。また、作品に漂う出自が読み取りにくい情報源は、
「東京」というイメージの出自と重なり独特な形象感、作風を生み出している。特に「エキゾチカ」という
視点は、アジアの都市が近代化していくプロセスにおいて時代と共に変化していく流行と密接に関係してい
る。要旨において『「エキゾチカ」的“場”が作られる環境としての東京や、影響関係にあるものやことの間
に存在する時間や距離について考察する。』と論考の視点を語っている。それは、「東京で考える」という丸
目のアイデンティティを形成する自己形成の基軸であり、表現する心の琴線に触れる繊細な切り口と言え、
表現の純度が高い。論文全体として、今までにない新鮮な表現領域を考察する視点の鋭い論文となってい
る。 
作品は、論文での視点を理解して読み取るとその「東京」に漂う文化的文脈が感じられ時代の先を示唆す
る感性を持つ作品となっている。本論でも触れているように東京美術学校開校時に、張りぼての造形は「美
術」といして認められなかったように丸目の作品のアプローチは、アカデミックな「美術」としては、その
ジャンル感から未だ認識されにくい表現方法と見なされるかも知れない。しかし、この論文において美術の
文脈としての接続が深く関与していることが表明されたことにより、この表現領域の先駆者的存在として評
価できる研究性と完成度を持つと考え博士審査を合格とする。 
 
 
